
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
企
画
振
興
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
課
題
を

抱
え
る
県
内
自
治
体
と
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
、
実
証
実
験
へ
繋
げ
る
取
組
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
保
育
人
材
の
確
保
と
い
う
課

題
解
決
を
目
指
す
中
城
村
と
、
令
和
６
年

度
「
官
民
共
創
型
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

し
た
エ
ン
パ
ワ
ー・サ
ポ
ー
ト（
株
）（
本
社
：

石
川
県
金
沢
市
）
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
連

携
協
定
を
締
結
し
た
上
で
実
証
実
験
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
実
証
実
験
で
は
、

同
社
の
保
育
施
設
と
潜
在
保
育
士
を
つ
な

ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
ち
ょ
こ
っ
と

ほ
い
く
！
」
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
活
用
し
、

潜
在
保
育
士

の
掘
り
起
こ

し
と
、
短
時

間
か
ら
可
能

な
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ

り
、
保
育
士

の
復
帰
を
促

進
し
、
地
域

の
保
育
人
材

確
保
の
課
題

解
決
に
取
り

課題のグループ化を行う自治体職員講師の話を真剣に聞く自治体職員

〜 

自
治
体
職
員
向
け
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

〜

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
企
画
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
県
内
の
自
治

体
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
連
携
・
共

創
し
た
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、

地
域
課
題
の
解
決
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
県
内
定
着
を
目
的
と
し
た
「
沖
縄
型

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
化
推
進
事
業
（
地

域
課
題
解
決
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事

業
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
の
は
じ
め
の
一
歩
と
し
て
、
令

和
７
年
５
月
22
日
・
23
日
の
二
日
間
、
㈱

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ッ
ク
ス
の
伊
藤
大
貴
代

表
取
締
役
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
自

治
体
職
員
向
け
に
「
企
業
と
共
創
す
る
、

地
域
課
題
の
抽
出
」
と
題
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
中
北
部
会
場（
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
）
と
那
覇
会
場
（
沖
縄
総
合
事

務
局
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
自
治
体
に

お
け
る
地
域
課
題
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
出

し
合
い
、
実
現
に
向
け
た
レ
ベ
ル
感
に
応

じ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
終
盤
は
、
ど
う
い
っ
た

課
題
が
行
政
と
企
業
の
連
携
（
官
民
共
創
）

で
取
り
組
め
る
の
か
を
考
え
る
時
間
と
し
、

二
日
間
に
お
い
て
活
発
的
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

【
官
民
共
創
】地
域
課
題
解
決
型

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

中
城
村
と
保
育
人
材
確
保
の

課
題
に
挑
戦
す
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た

連携協定調印式の様子

｢ちょこっとほいく！｣の仕組み

仕
事
の窓窓

No.9経済産業部

仕
事
の窓窓

No.10経済産業部

国道331号南城市久手堅地区の
無電柱化整備が完成しました！

　
当
該
地
区
を
含
む
国
道
３
３
１
号
は
、

防
災
上
重
要
な
第
二
次
緊
急
輸
送
道
路
で

あ
る
と
共
に
、
当
該
路
線
付
近
に
は
南
城

市
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
緊
急
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
知
念
体
育
館
、
南
城

市
知
念
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
が
あ
り
、

緊
急
時
の
地
域
防
災
上
重
要
な
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
等
の
災
害
時
に
電

柱
の
倒
壊
を
防
止
し
、
避
難
路
及
び
緊
急

車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
で
速
や
か

な
避
難
、
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
道
３
３
１
号
久
手
堅
地
区
電
線
共

同
溝
事
業
が
平
成
28
年
度
に
事
業
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
斎
場
御
嶽
周
辺

の
防
災
性
の
向
上
、
良
好
な
景
観
形
成
を

目
的
と
し
て
電
線
共
同
溝
整
備
を
行
い
、

令
和
４
年
12
月
に
電
線
共
同
溝
工
事
を
完

成
し
、
令
和
７
年
３
月
に
電
線
類
の
地
中

化
、
架
空
線
の
撤
去
、
電
柱
16
本
の
抜
柱

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
南
城
市

に
お
い
て
国
道
３

３
１
号
か
ら
斎
場

御
嶽
ま
で
の
市
道

の
無
電
柱
化
も
今

夏
完
成
に
向
け
整

備
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
当
該
地
区
は
世
界
文
化
遺
産
の
斎
場
御

嶽
や
、
が
ん
じ
ゅ
う
駅
（
南
城
市
地
域
物

産
館
）
、
知
念
岬
公
園
等
が
隣
接
す
る
、

南
城
市
の
主
要
な
観
光
地
で
あ
り
、
観
光

客
を
主
と
し
た
歩
行
者
が
多
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
観
光
客
が
多
い
な
か
、
歩
道
幅

員
が
狭
い
区
間
や
、
歩
道
未
整
備
区
間
が

あ
る
た
め
、
歩
行
者
の
車
道
路
肩
の
通
行

や
、
横
断
歩
道
以
外
の
箇
所
で
の
乱
横
断

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
歩
行

者
の
安
全
性
確
保
を
目
的
と
し
平
成
31
年

度
に
、
久
手
堅
地
区

歩
道
整
備
事
業
が
事

業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
下
線
の
歩
道
幅

員
を
拡
幅
し
、
海
側

の
一
部
区
間
は
張
出

歩
道
を
用
い
て
幅
員

を
確
保
し
ま
し
た
。

歩
道
部
に
は
、
歩
行

者
保
護
と
乱
横
断
防

止
対
策
を
兼
ね
て
車

両
用
防
護
柵
を
設
置
し
、
海
側
の
眺
望
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
区
間
に
は
透
過
性

の
高
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
安
全
性
に
配
慮
し

た
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
式
の
転
落
防
止
柵
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
世
界
文
化
遺
産
周
辺
の
景
観
へ
の
配
慮

を
目
的
と
し
て
南
城
市
と
連
携
し
、
電
力

地
上
機
器
へ 

観
光
案
内
図
等
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
整
備
に
よ

り
、
防
災
性
の
向
上
、
交
通
安
全
の
確

保
、
良
好
な
景
観
が
形
成
さ
れ
、
観
光
拠

点
と
し
て
更
な
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
南
部
国
道
事
務
所
　
管
理
第
二
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
１ ‒ 

９
３
８
４

せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

整備後（国道 331号）

斎場御嶽へのアクセス道（市道）
ワイヤーロープ式の転落防止柵

電力地上機器へラッピング

無
電
柱
化
事
業

歩
道
整
備
事
業

南
城
市
と
の
連
携

　令和７年３月に、国道331号南城市久手堅地区に
おいて無電柱化整備が完成しました。併せて歩道
整備を行いましたので事業着手から完成までの取
組を紹介します。
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